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一 

 

園庭のツツジ 

 

二
か
月
も
前
に
な
る
だ
ろ
う
か
、
「
未
来
館
」
で
鶴
林
園
の
創
立
当
時
の
話
の
タ
ネ
が
あ
る
か
な
と
思
い
、
室
内
を
ウ
ロ
ウ

ロ
と
し
て
い
る
と
、
本
棚
の
片
隅
に
見
慣
れ
な
い
小
石
が
二
つ
ひ
っ
そ
り
と
置
い
て
あ
っ
た
。 

 

手
に
取
っ
て
み
る
と
二
つ
と
も
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
で
日
付
と
聞
い
た
こ
と
も
な
い
教
会
の
名
前
が
も
う
薄
く
な
っ
て
い
た
が
、

か
す
か
に
読
め
る
程
度
に
黒
く
書
か
れ
て
い
た
。
石
を
握
っ
て
い
る
と
、
何
か
温
か
み
が
伝
わ
っ
て
き
た
。 

 

そ
の
日
は
朝
か
ら
快
晴
。
神
戸
空
港
か
ら
飛
び
立
つ
飛
行
機
は
定
員
が
八
十
人
と
小
型
だ
が
、
五
島
列
島
福
江
空
港
ま
で
直

行
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
。
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
ん
だ
人
た
ち
は
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
ひ
と
仕
事
終
え
た
よ
う
な
ご
夫
婦
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
私
自
身
は
、
少
し
休
ん
で
こ
い
と
皆
が
言
っ
て
く
れ
て
い
る
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
勝
手
に
思
い
込

み
、
二
人
で
狭
い
機
内
の
座
席
へ
。
し
っ
か
り
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
、
後
は
風
任
せ
と
い
っ
た
次
第
。 

 

無
事
、
福
江
に
到
着
。
案
内
さ
れ
た
最
初
の
教
会
が
井
持
浦
教
会
。
リ
サ
ー
チ
不
足
だ
っ
た
の
が
悔
ま
れ
た
が
、
こ
こ
は
わ

が
国
で
初
め
て
の
ル
ル
ド
。
全
国
か
ら
の
巡
礼
が
絶
え
な
い
そ
う
だ
が
、
そ
の
中
に
父
や
母
も
居
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
速
、
聖

水
を
汲
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

今
回
の
旅
は
、
父
や
母
の
姿
を
偲
び
な
が
ら
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
、
当
時
は
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
言
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

こ
れ
ら
の
教
会
群
の
想
い
に
触
れ
て
み
た
い
と
考
え
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

五
島
は
私
達
に
と
っ
て
初
め
て
の
地
で
、
私
は
少
し
ワ
ク
ワ
ク
気
味
だ
っ
た
の
だ
が
、
初
端
か
ら
の
ル
ル
ド
の
出
現
に
緊
張

感
が
高
ま
り
、
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
て
く
る
教
会
群
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

こ
ん
な
僻
地
に
よ
く
建
て
た
も
の
だ
と
思
い
、
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元
信
者
た
ち
に
よ
る
寄
付
と
多
く
は
勤
労
奉
仕

に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
事
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
が
出
て
い
る
中
で
、
そ
の
信
仰
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
自
身
の
体
は
さ

て
置
い
て
そ
の
強
い
心
は
一
体
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
る
と
、
目
頭
が
熱
く
な
っ
て
く
る
。 

 

二
日
目
、
世
界
遺
産
で
あ
る
旧
五
輪
教
会
へ
は
小
さ
な
海
上
タ
ク
シ
ー
に
乗
せ
ら
れ
て
の
見
物
と
な
っ
た
が
、
折
か
ら
の
強

風
で
、
外
海
に
出
た
途
端
に
大
波
が
連
続
し
て
襲
っ
て
き
て
、
船
の
中
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
悲
鳴
が
続
く
始
末
。 

ど
う
な
る
こ
と
や
ら
と
シ
ー
ト
の
肘
掛
け
に
し
が
み
つ
き
、
わ
が
身
の
悪
運
が
一
秒
で
も
早
く
遠
ざ
か
っ
て
く
れ
る
よ
う
祈
る

ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

 

や
が
て
入
江
に
入
る
と
大
波
も
収
ま
り
、
小
船
の
狭
い
ス
テ
ッ
プ
か
ら
防
波
堤
に
降

り
立
つ
と
、
こ
ん
な
孤
島
に
ま
で
木
造
の
教
会
と
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
た
教
会
と
が

建
っ
て
い
た
。 

 

見
学
の
後
、
未
来
館
で
見
た
小
石
を
思
い
出
し
、
海
岸
に
下
り
立
ち
、
父
の
も
の
と

同
じ
位
の
大
き
さ
の
石
を
拾
い
、
そ
っ
と
バ
ッ
グ
に
忍
び
こ
ま
せ
た
。
こ
の
旅
で
始
め

て
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

 

帰
宅
後
、
未
来
館
に
置
か
れ
て
い
た
石
と
こ
の
度
拾
っ
て
き
た
石
を
並
べ
て
み
な
が

ら
、
先
の
も
の
よ
り
少
し
太
め
に
、
そ
し
て
大
き
く
書
い
て
し
ま
っ
た
の
も
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。
不
可
思
議
で
あ
る
。 

 

二
つ
の
石
を
今
度
は
誰
が
そ
れ
を
見
て
三
つ
目
の
石
を
並
べ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
楽
し
み
に
し
て
夢
み
た
い
。 

 

井持浦教会のルルド 



 

 二 

やりたいことかなえようプロジェクト(特養) 

 ご利用者の「今やりたいこと」を聴き取り、その願いを
叶えることで、ご利用者自身の生きがいや楽しみにつ
ながるよう企画しています。 

M様 
「いつもウォーキングをしていた 

日岡山公園にもう一度行きた

い」 

満開の桜を見に日岡山公園へド
ライブに出かけました。車を降りる
なり「嬉 しい！ずっ とここに 来た
かった」と笑顔がこぼれ、「ここが
野 球 場」「こ れ が ミ ツ バ ツ ツ ジ
や」と公園内をあちこち案内して
くださいました。 
「体 が 動 け へ ん か ら、想 像 し て
行ったつもりになっていたけど、よ
う連れてってくれたわ」と感激さ
れていました。 

花植え(デイ・センター) 

 端午の節句にちなんで、鯉の
ぼりを制作しました。少し苦労
しながら、出来上がると「いい
のが出来たわ～」と満足げに
完成品を見せて下さいました。 

K様、N様 
「昔から馴染みのお店のお好み焼きを食べたいなぁ」 

 長年通い慣れたお店で大好きなお好み焼きを買って
きて、２人でテーブルを囲んで一緒に頂きました。 
 「やっぱここのが美味しいわ」「あそこのコロッケも美
味しいでぇ」と地域の話で盛り上がり、「次はマクドナ
ルドやな」「楽しみやな～」 

ひまわりの苗を頂いたのでプランターに植えま
した。成長すると１６０センチくらいの大きさにな
るそうです。大輪の花が咲きますように…。 

みんなで体操(特定養護) 

4月から毎朝、ラジオ体操の後に『ごぼう先生
体操』を開始！機能訓練指導員と一緒に健康
な身体作りをしましょう(^-^) 

ピカピカの1年生(デイ・センター) 

 近所の子ども、孫、ひ孫を思い浮かべながら
ワクワクする気持ちで作りました。 

 3月21日、ワールド・ベース
ボール・クラシック（WBC）
の決勝が、アメリカで行われ
ました。 
 初めは「誰がでとるか知ら
んわ」と話していたご利用者
も、試合が進むにつれ夢中になり、テレビの前に集
まって職員も一緒になって応援しました。選手の一挙
手一投足を皆で祈るように見守っていました。 
 ９回には大谷翔平選手が登場、最後は三振無失点
で抑え、見事優勝を勝ち取りました。日本優勝の瞬間
には「すごーい！」「日本やったね！」「バンザーイ！」と
大歓声・大拍手が響きました！！ 

WBC侍ジャパン 世界一おめでとう！！ 

鯉のぼり作り(デイ・センター) 

投手と打者の二刀流で 
大活躍の大谷翔平選手 



 

 

 

「私の鶴林園」 

              

 養護老人ホーム 
                 主任支援員  酒井 由香 

三 

 私は鶴林園・養護老人ホームに配属され１５年にな

ります。鶴林園に入職して良かったなと思えた事は仕

事をしながら自分磨きをさせていただいているという

事です。 

 三大介護（入浴・排泄・食事）はする方もされる方

も大変です。それ以上に大変と感じているのがご利

用者との会話、聴き方、立ち居振る舞いです。同じ内

容でも「聞いてくれてありがとう」と言ってもらうこと

もあれば怒らせてしまったという事もあります。 

 そういう時は何がだめだったのかを職員に聞いても

らったり意見をだしあったりします。うまくいったり解

決したりした時に楽しいなと思います。 

 鶴林園で生活をされているご利用者の方々は私達

の大先輩で人生の先輩でもあります。私達がお世話

をしているというよりご利用者の方々からいろいろ教

えていただいているという気持ちです。 

 ご利用者の方々をみると自分の両親の事を思い、

自分もまたご利用者の方々の年齢に近づく頃にはど

んな自分でいるだろうと思いながら仕事をさせてい

ただいています。 

 これからもどうぞ宜しくお願い致します。 

 鶴林園の５５年の歴史を年表にまとめ未来館の前の廊下に掲示しました。額は横4.4メートル、 
縦1.8メートルの大きさで、職員も「私の生まれた年」とか「就職した年にこんな事があったんで 
すね」等と話しながら見ています。  
 現在は第６期の始まりでそれ以降を職員みんなで作り上げ、１００年先の未来に向かって事業 
を繋げていってほしいと願っています。  

   
 鶴林園マスコット人
形も「55」のゼッケン
に衣替え。 

鶴林園創立55周年(養護) 

社会福祉法人 鶴林園の歩み 

  4月18日創立55周年記念式典が7階から2階の各
階で開催されました。 
 理事長の式辞を初め、ご利用者代表からの温かい祝
辞を頂き、ご利用者・職員一同、60周年、70周年、100
周年に向けて、益々の発展を心より祈念致しました。 

 ご利用者、職員全員で
「55」の人文字を作り、7
階ベランダから写真に撮
り記念品として贈呈。 



 

 

ふれあいタイム 
衣類販売 
祝膳の日 ５月生れ誕生会 
地域清掃 
7階健康診断 
ときめき講座 
お楽しみティータイム 
5階外食ツアー 映画鑑賞会 
7階外食ツアー 
6階外食ツアー 

毎週火曜日・金曜日 ティータイム  
毎週水曜日 書道クラブ 
毎週金曜日 移動スーパー 

             生き生き体操   
 毎週日曜日 出張理美容 

編
集
後
記 

喫茶(3階) 
祝膳の日 
喫茶(2階) 
誕生パーティー 
喫茶(3階) 
特別なお食事会 
      (焼肉) 
喫茶(2階) 

 毎週月曜日・火曜日・ 
      木曜日・金曜日 足浴 
 毎週水曜日  手浴 
 毎週土曜日・日曜日   
        レクリエーション 
 毎週日曜日  出張理美容 

四 

出張！介護・福祉なんでも相談 

介護や福祉、医療に関する 

お困り事や心配事があれば 

お気軽にご相談ください。 

             ※相談は無料です。 

＜お問合せ・申込み＞ 
 地域包括支援センター 
     かこがわ西 
  079-452-2097 

養 護 

 特定養護 

デイ・センター 

特 養 

毎週火曜日・金曜日  ティータイム  
第1・3火曜日  移動スーパー                
第2・4木曜日   書道クラブ 
毎週日曜日 出張理美容 

衣類販売 ふれあいタイム 
ドライブ 
祝膳の日 5月生れ誕生会 
映画鑑賞会(3階) 
映画鑑賞会(2階) 
映画鑑賞会(4階) 

 5月の 

   お楽しみ 

5月23日(火) 
13時30分 
   ～16時 

5月26日(金) 
  10時 

 ～12時 

加古川西 
公民館 

志方公民館 

1日(月) 
3日(水) 

10日(水) 
２２日(月) 
23日(火) 
24日(水) 
26日(金) 
２９日(月) 
30日(火) 
31日(水) 

6日(土)  
10日(水)  
13日(土)  
17日(水)  
20日(土)  
24日(水) 

  
27日(土) 

  3日(水)  
  9日(火)  
 10日(水)  
 19日(金)  
 22日(月)  
 26日(金)  

 

芝
生
広
場
の
ク
ス
ノ
キ
は
、
創
立
四
十
周
年
の
記
念
樹
と
し

て
植
え
ら
れ
、
も
う
一
五
年
に
な
り
ま
す
。 

 

樹
齢
六
十
年
ほ
ど
の
大
木
を
鹿
児
島
か
ら
移
植
し
た
の
で

す
。
木
に
と
っ
て
は
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
か
長
い
間
元
気
が

な
く
、
先
の
方
の
枝
が
枯
れ
た
り
、
葉
に
斑
点
が
広
が
っ
た
り

し
て
随
分
心
配
を
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
植
木
屋
さ
ん
に
た
く
さ
ん
肥
料
を
や
っ
て
も
ら
っ
た

お
陰
か
、
春
先
に
病
気
だ
っ
た
葉
を
み
ん
な
落
と
し
、
新
芽
を

生
き
生
き
と
出
し
、
見
事
な
ク
ス
ノ
キ
と

し
て
復
活
し
ま
し
た
。 

 

千
年
の
寿
命
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
末
永
く
鶴
林
園
を
見
守
っ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

（
典
） 


